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ションと運用効率
を拡大する
Red Hat Enterprise Linux 
サブスクリプションの価値
を高める 7 つの方法
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Linux は将来へ
の基盤
 Linux® は先進的で革新的な IT のための理想的なプラット
フォームであり、あらゆる業界や新テクノロジーのユースケースに
おいて幅広く採用されています。 

 今ではデータセンターやクラウド・
コンピューティング環境において、
可用性、信頼性、重要性の高いワー
クロードを開発および実行するため
のデファクトスタンダードとなってお
り、さまざまなユースケース、ターゲッ
トシステム、デバイスをサポートして
います。Microsoft Azure、Amazon 

Web Services (AWS)、Google Cloud 

Platform、IBM Cloud、Alibaba Cloud  

など、主要なパブリッククラウドプロ
バイダーはすべて、それぞれのマーケッ
トプレイスで複数の Linux ディストリ
ビューションを提供しています。

 重要なビジネスアプリケーションを
導入する場合でも、ハイブリッドクラウ
ド運用を準備する場合でも、組織に適
した Linux ディストリビューションを選
択することは極めて重要です。ディスト
リビューションによって、機能や統合、
サポート、パートナーシップなど、提供
する利点や価値が異なるからです。こ
の e ブックでは、Red Hat® Enterprise 

Linux がお客様の組織にもたらす価値
と、Red Hat のお客様に期待していた
だけるエクスペリエンスについて説明し
ていきます。

1    IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「無料版と比較したレッドハットソリューションのビジネス価値」、Doc. # US50423523、2023 年 3 月。

35%
インフラストラクチャ・コストが
低下

16%
予定外の停止を削減

Red Hat Enterprise Linux は
先進的な IT のための高付加
価値基盤を提供

 Red Hat Enterprise Linux は、先進
的な IT およびハイブリッドクラウド環
境向けの、柔軟性、安定性、信頼性の高
い基盤であり、ワークロードの実行場所
を問わず、組織内のイノベーションと運
用効率の向上を実現する信頼性の高い
プラットフォームを提供します。物理環
境、仮想化環境、プライベートクラウド、
パブリッククラウド、ネットワーク・エッ
ジ・デプロイメントなど、インフラストラ
クチャ環境全体に一貫性がもたらされる
ので、インフラストラクチャ全体で同じ
ツールやスタッフを使用してアプリケー
ション、ワークロード、サービスを管理で
きます。また、Red Hat Enterprise Linux 

は開発チームと運用チームの両方のニー
ズを満たすプラットフォームであり、デ
プロイメントの手間と運用コストを軽減
しながら、重要なワークロードの価値実
現を迅速化します。実際、他の Red Hat 

製品の基盤として使用すると、Red Hat 

Enterprise Linux のセキュリティ重視、
パフォーマンス、相互運用性、および革
新性が運用環境全体に拡張され、より
多くの価値をもたらします。その結果、お
客様のビジネスニーズに合わせたハイブ
リッドクラウド環境を構築および運用す
ることができます。

Red Hat Enterprise Linux 
のビジネス価値

Red Hat Enterprise 
Linux を活用する組織が
実現しているメリット¹

17%
開発チームの生産性が向上

26%
アプリケーション開発のライフサ
イクルを迅速化

38%
IT インフラストラクチャ・チームの
効率が向上

http://www.redhat.com/ja/resources/idc-business-value-red-hat-solutions-compared-to-unpaid
https://www.redhat.com/ja/resources/idc-business-value-red-hat-solutions-compared-to-unpaid
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux
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Red Hat Enterprise Linux 
でクラウド間の一貫性を実現

 クラウド・コンピューティングは、IT 

資産にかつてないスピードと単純さを
もたらすことができますが、クラウドの
メリットを生かすためには、一貫性が鍵
となります。Red Hat Enterprise Linux 

は、お客様のような組織がクラウドや
エッジ環境へ移行する際に必要な、ス
キル、基準、プロセス、ベストプラクティ
ス、管理ツールを提供し、クラウド移
行、新規デプロイ、将来のイノベーショ
ンにまつわる複雑性とコストを軽減で
きるよう支援します。

 Red Hat Enterprise Linux は、Microsoft 

Azure、AWS、Google Cloud Platform、
IBM Cloud、Alibaba Cloud など、すべての
主要なクラウドプロバイダーでの使用が認
定されています。Red Hat Enterprise Linux 

は、クラウドで使用するために最適化され
た共同開発の機能を備えており、パブリッ
ク、プライベート、ハイブリッド、マルチクラ
ウドのインフラストラクチャ向けに、ワーク
ロードの効率的な移行を促進し、開発から
プロダクションまで一貫した管理、可視性、
セキュリティ機能を提供します。

 Red Hat はクラウドプロバイダーと連
携して、Red Hat Enterprise Linux のユー
ザーエクスペリエンスを最適化し、お客様
のクラウドでのソフトウェアの購入方法や
管理方法に合わせて複数のオプションを
提供します。お客様ご自身のサブスクリプ
ションを利用することも、従量課金制によ
る支払いも、クラウドプロバイダーとの確
約利用契約も可能です。また、Red Hat と
直接連携して、特定のニーズに合わせたカ
スタムプランを構築することもできます。

データセンターからエッジ
まで自信を持って運用
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クラウドとエッジアプリケーションの導入と管理

 Red Hat Enterprise Linux は、データセンター、クラウド、エッジにおいてアプリ
ケーションをデプロイし、管理するための一貫したプラットフォームを提供します。

アプリケーション

エッジを含む全体でコンピューティングを単純化

 エッジデプロイメントには、コアデータセンターの外部のさまざまなデバイス上で動
作するワークロードが含まれます。エッジのユースケースは、レイテンシーを最小限に
抑える必要があるアプリケーションを高性能システムで実行することから、接続が制限
されていたり信頼性の低いリモートサイトにおいて軽量なハードウェアでワークロード
をスケーリングすることまで、多岐にわたります。

 Red Hat Enterprise Linux は、小規模なインフラストラクチャ環境でエンタープライ
ズのエッジをデプロイするための理想的な基礎を形成します。 

従来のワークロードやコンテナ化されたワークロードをデータセンターから
エッジロケーションに移動させるために必要な、インフラストラクチャ間の一
貫性、ワークロードの可搬性、最適化された運用を提供します。

エッジ向けに最適化されたカスタム・オペレーティングシステム (OS) イメージ
で、リモートサイトで稼働する多様なワークロードをサポートします。

画像やシステムのアップデートを確実に行うことで、帯域幅や接続性が限られ
た環境下でも、運用の中断を最小限に抑えることができます。  

インテリジェントなロールバックにより、何千ものデバイスやロケーションを管
理する際のダウンタイムを回避することができます。 

エッジ管理機能により、単一のインタフェースからエッジデプロイメントをより
安全に管理および拡張することができ、エッジシステムのライフサイクルのあ
らゆる段階において制御と安心を提供します。

アプリケーションアプリケーション アプリケーション

物理 プライベートクラウド仮想 パブリッククラウド

デバイスエッジ エンタープライズエッジ プロバイダーエッジ プロバイダーコア エンタープライズコア
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 どの組織も IT のセキュリティを常に懸念しています。実際、61% の組織が、デジ
タルリーダーとしての役割において、企業全体のサイバーセキュリティを確保するこ
とが非常に重要であると回答しています。² 最新のセキュリティトレンドとベストプ
ラクティスを常に把握することは困難であり、また、最新の DevSecOps アプロー
チは開発者と運用スタッフがセキュリティをプロセスに組み込む必要があるため、
この圧力に拍車をかけています。

 セキュリティ侵害は、コストがかかるだけでなく、企業の評判やブランドにもダ
メージを与えます。データ漏洩の平均損害額は 424 万米ドルで、このうちビジネス
の損失が 38% を占めています。³ 一方、ハイブリッドクラウド環境でのデータ漏洩
にかかるコストの平均額は 361 万米ドルで、パブリッククラウドでの漏洩よりも 

119 万米ドル少なく、その差は 28.3% となっています。³ 

 また、業界や政府の規制も頻繁に変更されます。企業はこれらの規制を迅速に
遵守しなければ、多額の罰金や処罰を受ける可能性があります。増加し続ける義
務へのコンプライアンスを維持することは困難であり、コンプライアンス違反によ
り、データ漏洩のコストは平均 230 万米ドルも増加します。³ 

2  Harvey Nash Group、「デジタルリーダーシップ・レポート 2021」、2021 年。
3  「データ漏洩のコストレポート 2021」、IBM、2021 年。

Red Hat Enterprise 
Linux を体験する
 以下のセクションでは、7 つの重要な領域において Red Hat 
Enterprise Linux サブスクリプションの可能性を最大限に引き出
すためのガイダンスとヒントを提供します。

1
セキュリティ
とコンプライ
アンス

1

3
コンテナ

6
パフォーマ
ンス

2
ワークロード

5
自動化と運用
管理

4
開発

7
ライフサイ
クル

セキュリティとコンプライアンス

https://www.redhat.com/ja/topics/devops/what-is-devsecops
https://www.harveynashgroup.com/dlr-2022
https://www.ibm.com/security/data-breach


72  Harvey Nash Group、「デジタルリーダーシップ・レポート 2021」、2021 年。
3  「データ漏洩のコストレポート 2021」、IBM、2021 年。

セキュリティおよびコンプライアンスの一般的な課題

 いくつかの要因により、セキュリティとコンプライアンスの管理が困難になる場合が
あります。 

セキュリティとコンプライアンスの状況の変化
 セキュリティへの脅威は急速に変化しているため、新たな危険やそれに併せ
て変化する規制に、迅速に対応することが必要です。

分散型のマルチプラットフォーム環境
 インフラストラクチャは、オンサイト、クラウド、エッジの各プラットフォーム
に分散されるようになってきています。プラットフォームが異なると管理ツール
も異なることが多く、環境全体に一貫したセキュリティ管理を適用することが
できません。また、自分の環境のコンプライアンスと脆弱性のステータスを包
括的に把握するには、これらの各ツールからのビューとレポートを組み合わせ
る必要があります。

大規模で複雑な環境とチーム
 大規模で複雑なインフラストラクチャおよびチームは、環境と組織全体の調
整を複雑にする場合があります。その結果、システムの複雑さにより、データ
漏洩の平均コストは 215 万米ドル増加する可能性があります。³ 

セキュリティに関する専門知識の不足
 効果的な IT セキュリティには、脅威のトレンド、ベストプラクティス、IT アー
キテクチャに対する徹底的な理解が必要です。しかし、43% の組織がサイ
バーセキュリティのスキルが不足していると報告しています。²

61%
デジタルリーダーとしての役
割の中で、全社的なサイバー
セキュリティの確保が極めて
重要であると回答している組
織の割合。

50%
従業員の 50% 以上がリモー
トで勤務している組織では、
侵害の特定と封じ込め作業
にかかる時間が 58 日長く
なっています。

107 万ドル
漏洩を引き起こした要因
にリモートワークが含ま
れる場合、漏洩の平均コ
ストは 107 万米ドル高額
になります。

750,000  
ドル
COVID-19 の結果、デジ
タル・トランスフォーメー
ションの変更を実施しな
かった組織では、世界平均
と比較して 75 万米ドルの
コスト増となりました。

効果的なセキュリティの重要性

 急速に進化する脅威から組織を守るには、効果的なセキュリティが不可欠です。

https://www.harveynashgroup.com/dlr-2022
https://www.ibm.com/security/data-breach
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セキュリティとコンプライアンスの管理を成功させるために必要
なもの

 IT 組織は、IT インフラストラクチャのすべてのレベルにおいて、露出と攻撃対象領域
を最小限に抑える必要があります。理想的な管理ツールは、脆弱性の緩和、大規模な
セキュリティ、コンプライアンス管理の 3 つの主要な分野を備えているべきです。

脆弱性の緩和
 脆弱性の緩和は、インシデントが発生
する前に、セキュリティリスクを特定し、
対処するのに役立ちます。以下の機能を
備えたツールを選びましょう。

• 幅広い脆弱性の検出範囲と分析能力

• 静的コード解析と信頼できる構築プロ
セスによるサプライチェーンの保護

• 継続的な脆弱性スキャンと修復

• ユーザーとアプリケーションに対する
強力なアクセス制御と安全なデフォル
ト設定

• リスク、修復アクション、監査に関する
カスタマイズされたレポート

大規模なセキュリティ
 大規模なセキュリティを効果的に維持
するには、環境全体で一貫した管理と自
動化が必要です。以下の機能を備えたプ
ラットフォームとツールを選びましょう。

• セキュリティへの階層型アプローチに
よる組み込みのセキュリティ機能

• 他の管理ツールと統合できる、柔軟で
反復可能、かつユーザーフレンドリーな
自動化

• 再起動とダウンタイムを最小化するラ
イブパッチ機能

• カスタマイズ可能な、システム全体の
暗号ベースライン

• 改ざんの試みに対抗するハードウェ
ア・ルート・オブ・トラスト機能

• ハイブリッド環境でも一貫して動作す
る最適化された運用

コンプライアンス管理
 コンプライアンス管理は、システムが
長期にわたってポリシー、基準、および
規制に適合していることを確認するのに
役立ちます。以下の機能を備えたツール
を選びましょう。

• コンプライアンス体制への一元的な可
視性

• コンプライアンスリスクの継続的な
監視

• 共通規格に対する組み込みのセキュリ
ティベースライン

• 政府および規制された業界標準に対
する認証

• 修復ガイダンスと自動化されたアク
ション

• セキュリティやコンプライアンスに関
するインシデント監査のためのユー
ザー活動ログ
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Red Hat Enterprise Linux でセキュリティとコンプライアンスを強化

 より安全な  IT 環境は、OS から始
まります。セキュリティは、R e d  H a t 

Enterprise Linux のアーキテクチャと
ライフサイクルの鍵となる要素です。
Red Hat の開発アプローチにより、
Red Hat Enterprise Linux のセキュリ
ティが向上します。メジャーリリースの
ライフサイクルにおいて、Red Hat は
アップストリーム Linux コミュニティか
らの新機能を最新の安定版  Red Hat 

Enterprise Linux に統合し、セキュリ
ティ、コンプライアンス、および互換性の
リスクを低減させます。 

 Red Hat Enterprise Linux はセキュリ
ティ・テクノロジー、制御機能、認定、お
よび Red Hat 製品セキュリティチームに
よる継続的なサポートにより、お客様の 

IT インフラストラクチャとビジネスを保
護します。

• 組み込みのセキュリティ機能により、
データセンター環境をプロアクティブ
に保護できます。 

• 強制アクセス制御と、一貫したセキュ
リティプロトコルで作成されたコンテ
ナを使用したアプリケーション分離
は、侵入対策と規制へのコンプライア
ンスの充足に役立ちます。

• 多層侵害防御機能により、セキュリ
ティ管理を自動化し、脆弱性によるリ
スクを軽減することができます。 

• Red Hat Enterprise Linux は、厳格
なセキュリティ標準 (連邦情報処理標
準 (FIPS) 140-2、コモンクライテリア 

(CC)、セキュアテクニカル実装ガイド
ライン (STIG) など) の認定を受けて
おり、セキュリティを損なうことなくさ
まざまなデプロイシナリオで使用でき
ます。

• Red Hat Enterprise Linux サブスク
リプションの一部として提供されるセ
キュリティアップグレードとライブパッ
チは、お客様の環境とそのセキュリ
ティを最新の状態に維持するのに役
立ちます。

• 継続的な脆弱性モニタリングと迅速
なセキュリティの更新により、重大な
問題が発生した際にお客様のビジネス
を保護します。

 Red Hat Enterprise Linux は Red Hat 

Management 製品と統合されており、セ
キュリティ脆弱性リスクとコンプライアン
スを効果的に管理するために必要な機
能を提供します。

• 構成可能なツールとベースラインによ
り、誤検知が減少し、インフラストラ
クチャのステータスを正確に把握でき
ます。 

• 自動化機能により、構成とパッチ適用
の精度が向上し、反復性を高めるため
人的ミスが減少します。 

• カスタマイズ可能なビューは、適切
な情報を適切なタイミングで提供し
ます。 

• 自動化されたプロアクティブな修復に
よって問題をより迅速に修正すること
ができ、サポートに連絡する必要があ
りません。 

• 広範なリソースのライブラリは、詳細
で的を絞った情報を 24 時間 365 日
提供します。 

• 組み込み型のアプリケーション・プロ
グラミング・インタフェース (API) によ
り、お好みのツールやインタフェース
に接続できます。

セキュリティ侵害のリスクを軽減

セキュリティ脅威をより効率的に
緩和

セキュリティ管理業務によるダウ
ンタイムを削減

コンプライアンス管理と監査を
効率化

環境全体に一貫したセキュリティ
構成を適用

Red Hat Enterprise Linux がビ
ジネスの保護をサポート

Red Hat Enterprise Linux には始め
からセキュリティが組み込まれてい
るため、お客様のビジネスをより適切
に保護することができます。Red Hat 

Enterprise Linux を使用すると、以下
のことが可能になります。
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革新的な組み込み機能でビジ
ネスを守る

 Red Hat Enterprise Linux は、IT イン
フラストラクチャと組織全体のセキュリ
ティとコンプライアンスを向上させるた
めに必要なツールと機能を提供します。

多層侵害防御機能
 Red Hat Enterprise Linux には、脆弱
性スキャンと修復、SELinux による強制
アクセス制御、ルートレスコンテナ、アプ
リケーション許可リストなど、複数レベ
ルの防御が含まれています。

検証済みのセキュリティ認定
 Red Hat Enterprise Linux は、FIPS 

140-2、Common Criteria、STIG など
の政府および規制対象の業界標準に合
格した、独立して検証および認定され
たプラットフォームであり、お客様がコ
ンプライアンスの義務を果たすのをサ
ポートします。Red Hat は、すべてのマイ
ナーリリースを FIPS 標準に対して独立

して検証し、すべての Extended Update 

Support リリースをコモンクライテリア
の要件に対して認証することを目標とし
ています。

先進的でスケーラブルな暗号化
 Red Hat Enterprise Linux は、コンプ
ライアンス要件に対応するために、シス
テム全体で一貫した暗号化設定を確保
する方法を単純化します。ライブラリを手
動で設定するのではなく、1 つのコマンド
で、許可される暗号鍵の長さ、ハッシュ、
パラメーター、プロトコル、アルゴリズム
などの暗号設定を、アプリケーションを
修正することなく変更できます。

重要なセキュリティアップデートとパッチ
 Red Hat Enterprise Linux 8.5 以降、
Red Hat はすべてのリリースにおいて、
重要な CVE (Common Vulnerabilities 

and Exposures) に対するカーネルライ
ブパッチを追加費用なしで提供していま
す。カーネルライブパッチを使用すると、
システムを再起動せずに実行中のカーネ

ルにパッチを適用し、セキュリティを損
なうことなくダウンタイムを最小限に
抑えることができます。カーネルライブ
パッチをご自身でご体験ください。

一元化された ID 管理
 Red Hat Enterprise Linux は、組み
込み型の ID 管理機能を備えており、
単一の拡張可能なインタフェースを使
用して、ユーザー認証とロールベース
のアクセス制御 (RBAC) の実装を行
うことができます。Red Hat のアイデ
ンティティ管理は、標準の API を通
じて Microsoft Active Directory、軽
量ディレクトリ・アクセス・プロトコル 

(LDAP)、およびその他のサードパー
ティ IAM ソリューションと統合できま
す。ID 管理の一元化を計画する方法
をご覧ください。

技術的ヒント 
OpenSCAP スキャナーの実装

 Secure Content Automation Protocol (SCAP) は、企業のシステム構成のセキュリティをスキャンして評価する、米
国国立標準技術研究所 (NIST) の仕様です。Red Hat Enterprise Linux に含まれる OpenSCAP スキャナは、SCAP 

標準を実装して以下のことを行います。

• Red Hat Security Response Team が作成したコンテンツを使用して、パッチの存在を確認します。

• システムのセキュリティ設定を、カスタムおよび標準ベースのプロファイルと照らし合わせて確認します。

• システムが規格や仕様から逸脱していないかどうかを調査します。

 広範囲に及ぶコンプライアンスのために、Red Hat Insights にシステムを登録してポリシーを作成し、スキャンルール
をカスタマイズし、コンプライアンス違反の問題を修正することもできます。

試す

https://access.redhat.com/articles/rhel-eus
https://access.redhat.com/articles/rhel-eus
https://access.redhat.com/articles/2475321
https://access.redhat.com/articles/2475321
https://lab.redhat.com/kpatch-apply
https://lab.redhat.com/kpatch-apply
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/9/html/planning_identity_management/index
https://www.redhat.com/security/data/metrics/
https://lab.redhat.com/openscap
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 アプリケーションはデジタルビジネス
運営の中核であり、62% の組織がアプリ
ケーションはビジネスに不可欠と考えて
いるほか、36% がアプリケーションが競
争優位性をもたらすと報告しています。⁴ 

 お客様の組織でも、サードパーティの
エンタープライズ・アプリケーションや社
内で開発されたサービスを利用している
ことでしょう。お客様のビジネスニーズ
をサポートするためには、これらのワー
クロードがすべて高い信頼性で実行さ
れなければなりません。基盤となる OS 

は、ワークロードのパフォーマンス、可用
性、スケーラビリティに大きな影響を与
えます。

ワークロードのよくある課題

 ワークロードの運用コストと効率性
は、IT 企業にとって重要な懸案事項であ
り、以下のような共通の悩みがあります。

• 異なるプラットフォーム上の複数の
ワークロードの管理

• ワークロードのパフォーマンスとリソー
スの利用が最適化されているかの確認

• セキュリティ標準およびポリシーの遵
守の維持

• 問題発生時の迅速な対応

4  「2020 State of Application Services Report」、F5 Networks、2020 年。

2

ワークロード

• IT 資産とデータに対する知見と可視
性の提供

• 開発者が求めるコンテナと先進的な
開発機能の提供

重要なワークロードの効果的
な基盤を構築するために必要
なもの

 重要なアプリケーションやサービスを
サポートするためには、効率的で信頼性
が高く、セキュリティに重点を置いたイン
フラストラクチャが必要です。IT 環境を
先進的で相互運用可能なクラウド対応
の OS に標準化することで、効率性の向
上、コスト削減、ワークロードの最適化
および管理が可能になります。

 ワークロードをサポートする適切な 

OS を選択することが重要です。以下の
特徴を持つ OS を見つけましょう。 

• 複数インフラストラクチャ間で一貫し
た運用

• お客様が使用するアプリケーションと
の認証

• 実績のあるパフォーマンスとスケーラ
ビリティ

• 統合されたセキュリティとマネジメント

• 既存の IT 投資との相互運用性

62%
アプリケーションはビジネスに
とって不可欠であると考える組
織の割合

36%
自社のアプリケーションが競争
上の優位性をもたらすと考える
組織の割合

アプリケーションはビジネスの
キーアセット

現代のビジネスは、社内外の業務
においてアプリケーションとサービ
スに依存しています。⁴

https://www.f5.com/pdf/reports/financial-state-of-application-services-2020.pdf
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Red Hat Enterprise Linux でワークロードの一貫性を確保

 Red Hat Enterprise Linux は、ビジネスで必要なアプリケーションを実行するた
めの、高性能で管理しやすい一貫性のある基盤を提供します。アプリケーションのパ
フォーマンスと可搬性を改善し、ワークロードの安定性と信頼性を向上するほか、豊富
な認定アプリケーションの選択肢を提供します。 

認定パートナーエコシステム
 Red Hat は、主要なソフトウェア、ハードウェア、およびクラウドプロバイダーを
含む大規模な認定パートナーエコシステムを育成しています。そのため、Red Hat 

Enterprise Linux で確実に動作する、ニーズに最も適した製品とプラットフォームを選
択することができます。

データベース向けの最適化
 Red Hat Enterprise Linux には、SAP HANA® および Microsoft SQL Server デー
タベースの管理性、パフォーマンス、および可用性を高めるための主要な機能と最適化
が組み込まれています。また、PostgreSQL や MariaDB などの一般的なオープンソー
スデータベースをアプリケーションストリーム経由で搭載しているので、すぐに利用を
開始することができます。

インタフェースの安定性
 Red Hat は、Red Hat Enterprise Linux のアプリケーション・バイナリー・インタ
フェース (ABI) と API の安定性を、各メジャーリリースのライフサイクル全体 (最大 10 

年間) にわたって保ちます。各メジャーリリースで公開されている互換性ガイドには、OS 

をアップグレードする際のインタフェースに関するガイダンスが記載されています。

24 時間 365 日の高可用性 (HA) と障害復旧アドオン
 Red Hat Enterprise Linux High Availability Add-On は、重要なアプリケーショ
ンやサービスのアップタイムを向上させ、ビジネス継続性を加速させます。Red Hat 

Enterprise Linux プラットフォームのセキュリティとパフォーマンス機能をベースに構
築されているため、アプリケーションがどこに展開されていても、アプリケーションの
実行を維持し、障害発生時にデータを保護します。

技術的ヒント 
TuneD でワークロード・パフォーマンスを最適化する

 TuneD は、Linux 向けのシステムチューニングサービスです。Red Hat 

Enterprise Linux は、TuneD 技術に基づいて、特定のワークロードを実行する
ためにシステムを最適化するパフォーマンス・プロファイルを提供します。これに
は、SAP HANA や Microsoft SQL Server のほか、オープンソースデータベース、
ファイルサーバー、高負荷な計算ワークロードのための TuneD プロファイルが含
まれます。

試す

認定ソフトウェアベンダー・エコシ
ステム
何百ものソフトウェアベンダー
のアプリケーションが、Red Hat 

Enterprise Linux での使用を認証
されています。⁵

世界記録のパフォーマンス
Red Hat Enterprise Linux は、
SAP Big Data Analytics の Total 

Runtime と Query Executions に
おいて世界記録となるパフォーマ
ンスを実現しています。⁶

優れたコストパフォーマンス
Red Hat Enterprise Linux は、
Microsoft SQL Server の TPC-H 

結果をパフォーマンスあたりの価
格という点でリードしています。⁷

5   認定アプリケーションについては、catalog.redhat.com/software をご確認ください。
6   Red Hat ブログ、Douglas Shakshober、「Red Hat Enterprise Linux、インテルの最新型 Xeon プロセッサーとの組み合わせにより多数の業界ベンチマークの最高記録を更新」、2019 
年 4 月 16 日。

7   Red Hat ブログ、「RHEL 8 上の Microsoft SQL Server に関する驚きのベンチマーク結果」、2021 年 4 月 13 日。2021 年 3 月 25 日時点の Transaction Processing Performance 
Council Benchmark H (TPC-H) の結果です。TPC、TPC Benchmark、および TPC-H は、Transaction Processing Performance Council (TPC) の商標です。これらの結果の詳細につ
いては、tpc.org をご覧ください。

https://catalog.redhat.com/
https://access.redhat.com/articles/rhel9-abi-compatibility
https://www.redhat.com/ja/resources/maximize-business-continuity-datasheet
https://lab.redhat.com/sql-server-cstore
https://catalog.redhat.com/software
https://www.redhat.com/ja/blog/red-hat-enterprise-linux-intels-newest-xeon-processors-posts-record-performance-results-across-wide-range-industry-benchmarks
https://www.tpc.org/
https://www.tpc.org/
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 コンテナ環境は、セキュリティを高め
つつ、アプリケーションの構築、デプロ
イ、運用を迅速化するのに役立ちます。
コンテナ化されたアプリケーションや
サービスは、一度作成すれば、需要の
変化に応じてインフラストラクチャ全体
へのデプロイ、移動、拡張が可能です。
Red Hat のお客様は、現在平均してワー
クロードの 20% から 40% をコンテナで
実行しており、今後 12 カ月でその倍増を
見込んでいます。⁸ 

8   Red Hat レポート、「2021 Red Hat Global Customer Tech Outlook」、2021 年 10 月。

3

コンテナ

コンテナに関するよくある課題

 コンテナ導入の道のりは、一筋縄では
いきません。多くの組織がコンテナのメ
リットを取り入れたいと考えていますが、
Kubernetes プラットフォームとマイクロ
サービス・アーキテクチャに全面的に移
行する準備ができておらず、前進するた
めの道筋を必要としています。

コンテナのデプロイを成功さ
せるために必要なもの

 コンテナを効果的なアプローチで活
用するためには、安定性、拡張性、セキュ
リティといった新たな課題に対応する
標準化されたツールとインフラストラク
チャが IT チームに必要です。

Red Hat Enterprise Linux を
使用してコンテナ運用を単純
化する

 Red Hat Enterprise Linux は、業界
標準のコンテナを実行できるコンテナ
ホストと、Kubernetes および Red Hat 

OpenShift® への道筋の両方を提供しま
す。Red Hat Enterprise Linux のコンテ
ンツから構築され、Red Hat 環境で実
行されるコンテナは、プロダクショング
レードのサポート、安定性、およびセキュ
リティ機能を提供します。

 Red Hat Enterprise Linux が提供す
る革新的なコンテナ・インフラストラク
チャとツールにより、コンテナの開発と
デプロイがシンプルになります。提供さ
れるコンテナツールキットは軽量でオー
プンスタンダードに準拠しており、コンテ
ナを使い始めるために必要なものすべて
が含まれています。Red Hat Enterprise 

Linux は、コンテナの開発、管理、および
セキュリティを単純化して改善するため
の Open Containers Initiative (OCI) 準
拠のツールも複数提供しています。

https://www.redhat.com/ja/global-tech-outlook-report/2022
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.opencontainers.org/
https://www.opencontainers.org/
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技術的なヒント 
Red Hat Enterprise Linux のコンテナツールを使用して開発を単純化する

 Red Hat Enterprise Linux には、OCI 標準に準拠したネイティブなコンテナツールが含まれており、サードパーティ製
のコンテナ開発アプリケーションの代わりに使用することができます。これらのツールは継続的インテグレーション/継
続的デプロイメント (CI/CD) パイプラインにも容易に組み込むことができます。

試す

Red Hat Enterprise Linux で
コンテナデプロイを容易に

 Red Hat Enterprise Linux には、コン
テナ開発、管理、およびセキュリティを単
純化し、改善するための軽量でオープン
スタンダードに基づいたコンテナツール
が含まれています。

Buildah

 Buildah は、デーモンや Docker を
使わずにコンテナを構築および修正す
ることができます。dockerfi le を使用
する既存のワークフローを維持しつつ、
イメージレイヤー、コンテンツ、コミッ
トを詳細に制御することができます。 

lab.redhat.com/buildah で Buildah 

をお試しください。

Podman

 Podman は、OCI に準拠したコンテ
ナと Pod を実行、管理、デバッグするた
めの完全なデーモンレス・コンテナ・エン
ジンです。デーモンに依存せずにコンテ
ナを管理でき、docker コマンドライン・
インタフェース (CLI) にも対応していま
す。lab.redhat.com/podman-deploy で 

Podman をお試しください。

Skopeo

 Skopeo は、コンテナイメージの検査、
署名、転送のための新しい包括的なツー
ルおよびライブラリです。この高度なコ
ンテナ共有により、イメージマニフェスト
の検査、検証、署名、およびレジストリ間
でのコンテナイメージの移動が可能にな
ります。

Udica

 U d i c a  を使用すると、管理者とコ
ンテナ開発者は、コンテナを分析
し、デフォルトのポリシーで機能す
る追加の制御を生成することによ
り、必要な機能だけを許可するセ
キュリティポリシーを作成できます。 

lab.redhat.com/selinux-containers で 

Udica を使い、カスタマイズしたポリ
シーを作成してみましょう。

Checkpoint/restore in userspace

 Checkpoint/restore in userspace 

(CRIU) は Podman と連携し、Linux 

コンテナ向けにチェックポイント/リ
ストア機能を実装します。CR I U は、
実行中のコンテナをフリーズさせ、
そのメモリコンテンツと状態をディ
スクに保存できるため、コンテナ化
されたワークロードをより短時間
で再起動させることができます。 

lab.redhat .com/sql-ser ver-ubi で 

CRIU を Microsoft SQL Server でお試
しください。

https://lab.redhat.com/containerize-app
https://www.redhat.com/ja/blog/daemon-haunted-container-world-no-longer-introducing-buildah-10
https://www.redhat.com/ja/blog/daemon-haunted-container-world-no-longer-introducing-buildah-10
https://lab.redhat.com/buildah
https://developers.redhat.com/blog/2019/02/21/podman-and-buildah-for-docker-users/
https://developers.redhat.com/blog/2019/02/21/podman-and-buildah-for-docker-users/
https://lab.redhat.com/podman-deploy
https://blog.openshift.com/promoting-container-images-between-registries-with-skopeo/
https://www.redhat.com/ja/blog/new-container-capabilities-red-hat-enterprise-linux-82?source=searchresultlisting
https://lab.redhat.com/selinux-containers
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/8/html-single/building_running_and_managing_containers/index#creating_and_restoring_container_checkpoints
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/8/html-single/building_running_and_managing_containers/index#creating_and_restoring_container_checkpoints
https://lab.redhat.com/sql-server-ubi


159  DevOps Institute、「2021 UpSkilling: Enterprise DevOps Skills Report」、2021 年。

4

開発

 デジタル世界で競争力を維持するため
には、差別化されたアプリケーションを
提供しなければなりません。これらのア
プリケーションを作成し、維持するため
に重要な役割を果たすのが開発者です。
実際、62% の組織が、DevOps チームの
メンバーには IT 運用と IT インフラスト
ラクチャに関する知識が必須であると述
べています。⁹ 

開発におけるよくある課題

 開発言語やフレームワークは、新しい
機能や性能をサポートするために常に進
化を続けています。効率的で革新的なア
プリケーションを作成するために、開発
者はこれらのツールのさまざまなバージョ
ンにアクセスする必要があります。しか
し、IT 部門が開発者に必要なツール、言
語、プラットフォーム、ランタイムを幅広く
提供し、サポートすることは困難です。

先進的なアプリケーション開
発をサポートするために必要
なもの

 開発者が最も効率的かつ生産的に作
業するためには、好みのツールやプラット
フォームにアクセスできなければなりま
せん。一般的かつ先進的な開発ツール、
言語、ランタイムを含む、または統合する 

OS は、アプリケーションの開発とデプ
ロイのサポート方法を最適化するのに役
立ちます。

Red Hat Enterprise Linux で
開発を単純化

 Red Hat Enterprise Linux は、アプリ
ケーション開発とデプロイメントのため
の、インテリジェントで一貫性があり、セ
キュリティに重点を置いた IT 基盤を提
供します。高品質のオープンソース開発
ツールの利用を効率化し、広く普及して
いる言語、フレームワーク、およびデータ
ベースをサポートすることで、ビジネスが
必要とする有益なアプリケーションを迅
速に提供するために必要なリソースを提
供します。インフラストラクチャ全体に一
貫性があるため、アプリケーションを一
度作成すれば、任意のフットプリントで
実行することができます。また、高度な
統合管理機能により、運用チームは本番
環境でのアプリケーションのデプロイ、
拡張、管理を容易に行えます。

 Red Hat Enterprise Linux には、複数
の言語とランタイムのサポート、より速い
パッケージ更新サイクル、先進的なコン
テナツールキットなど、より開発者に焦
点を当てたツールと機能が追加されてい
るため、最適な方法で作業を行うことが
できます。

• 開発者のための設計とツール

• 最適化された開発者用ツールの提供

• ベースイメージの配布範囲の拡大

開発者のための設計を活用
する

Red Hat Enterprise Linux は、
本番環境の安定性と開発者のア
ジリティを両立させるよう設計
されており、以下を提供します。

最新の安定した開発ツール

幅広いプログラミング言語とラ
ンタイムのサポート

より速く、よりシンプルな OS と
ツールのインストール

ハイブリッドクラウドでのアプリ
ケーション開発とデプロイメント
を加速するためのツール、言語、
ランタイム、およびフレームワー
クのアップデート

今すぐ始める

https://info.devopsinstitute.com/2021-upskilling-report-download
https://developers.redhat.com/products/rhel/getting-started
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Red Hat Enterprise Linux で開発を効率化

 Red Hat Enterprise Linux には、開発から本番までのよりシンプルで効率的なプロ
セスを提供するための主要な機能が含まれています。

技術的ヒント 
統合されたツールやフレームワークにより、柔軟な開発を実現

 Red Hat Enterprise Linux には、アプリケーションストリームを通じて提供
される node.js、Ruby、Python アプリケーション・フレームワークの最新バー
ジョンなどの開発者向けのテクノロジーと、アプリケーションのコンテナ化の
ための単純化されたベースラインを提供する UBI が含まれています。

試す

Universal Base Images (UBI)

 Red Hat UBI を利用することで、優れ
た信頼性、セキュリティ、パフォーマン
スを備えた Red Hat の公式コンテナイ
メージを活用できます。可搬性のあるア
プリケーションのイメージにより、一度
開発すれば Red Hat Enterprise Linux 

やその他の Linux ディストリビューショ
ンに展開でき、コンテナ開発を単純化す

ることができます。UBI 上でコンテナ化
されたアプリケーションを構築し、任意
のレジストリにプッシュし、他の人と共
有できます。開発者はより小さなコンテ
ナイメージをどこにでも配布でき、運用
者は企業のライフサイクルに合わせたサ
ポート可能なベースイメージをデプロイ
することができます。

登録して詳細を見る

アプリケーション・ストリーム
 アプリケーション・ストリームは、複数
バージョンのユーザー空間パッケージを
提供するための方法です。モノリシック
なディストリビューションにまとめるので
はなく、それぞれのパッケージに適切な
頻度でアップデートを提供します。また、
アプリケーション・ストリームでは、一部
のパッケージで複数のバージョンを提
供しており、選択の幅を広げています。
最終的に、すべての配布チャネルを 1 カ
所にまとめます。その結果、生産性を高
めるために必要なプログラミング言語、
ツール、データベースの最新の安定した
バージョンに容易にアクセスすることが
できます。

Red Hat Developer プログラム
 Red Hat Developer プログラムでは、
あらゆる種類のアプリケーションを構築
するためのソフトウェア、知識、そして使い
やすい Red Hat テクノロジーにアクセス
することができます。プログラムメンバー
として、以下のような特典を得られます。

• Red Hat 製品に対する無償の Red Hat 

Developer サブスクリプション

• 開発者向けブログとチュートリアル

• Red Hat カスタマーポータル資料

• ボーナス e ブック、チートシート、Web 

セミナー、サンプルコード

https://lab.redhat.com/appstream-manage
https://developers.redhat.com/
https://developers.redhat.com/blog/2018/11/15/rhel8-introducing-appstreams/
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 デジタルビジネスをサポートするため
に、IT チームは新しいテクノロジーを迅
速に導入し、効率的に運用する必要が
あります。実際、運用効率の向上は、組
織の役員にとって最大の経営課題となっ
ています。10 IT の最適化とモダナイゼー
ションの取り組みを成功させるために
は、効果的な管理と自動化が必要です。
また、セキュリティパッチやアップデー
ト、構成変更を多数のシステムで手動で
追跡および実施することは、あまりにも
負担が大きく、時間がかかるため、大規
模な運用には自動化が不可欠です。この
ことから、83% の組織が、IT 支出を管理
する際の課題として、手作業が多すぎる
ことを挙げています。11

10  Harvey Nash Group、「デジタルリーダーシップ・レポート 2021」、2021 年。
11  Flexera、「2021 Flexera State of Tech Spend Report」、2021 年 。

5

自動化と運用管理

 これに加えて、ベアメタル、仮想化、
クラウドおよびエッジ環境を含むハイブ
リッド環境全体にワークロードをデプロ
イする組織が増えています。この複雑さ
は、多くの場合、環境全体の可視性を妨
げ、管理上の課題をさらに難しくする要
因となります。

自動化と運用管理のよくある
課題 

 一部の状況では、システムの効果的な
管理が困難になる場合があります。

環境の無秩序な広がりと複雑化
 大規模な環境では、システムの数が多
くなり、組織全体でのデプロイメントと
管理が複雑になります。

限られた人員と専門知識
 インフラストラクチャが拡大しても、そ
れを管理する IT チームはそれと同じペー
スで増員されていくわけではなく、また、
Linux の専門知識を持つ新しい IT スタッ
フを見つけることは簡単にはいかない可
能性があります。

ビジネス要件
 システムの可用性、アプリケーション
のパフォーマンス、ダウンタイムのないメ
ンテナンスなどに対する要求がますます
高まり、IT 管理は複雑になっています。

効果的な管理と自動化を実現
するために必要なもの

 標準化、自動化、単純化を取り入れた
包括的な IT 管理戦略は、IT の効率性、
セキュリティ、信頼性を高め、運用コスト
を削減するのに役立ちます。

標準化
 一貫性のある OS とツールに基づく
標準運用環境 (SOE) は、最も効果的な
管理戦略の中核になるものです。SOE 

は、IT インフラストラクチャを単純化
し、システムのプロビジョニングやデプ
ロイメントなどの管理業務を効率化する
ことができます。

自動化
 インフラストラクチャの自動化は、反
復可能な命令とプロセスを作成するソフ
トウェアを使用することで、人間が IT シ
ステムを操作する必要を排除または削減
するためのアプローチです。自動化によ
り、業務のスピードアップ、生産性と信頼
性の向上、そして面倒なタスクに費やす
時間の短縮が実現します。

シンプルさ
 統一され、最適化された管理インタ
フェースにより、管理操作のための起動
ポイントを一元化することができます。
一元管理インタフェースは、ローカルと
リモートの両方のインフラストラクチャ
において、IT の効率、スピード、一貫性を
向上させるのに役立ちます。

https://www.harveynashgroup.com/dlr-2022
https://info.flexera.com/FLX1-REPORT-State-of-Tech-Spend?id=ELQ-Redirect
https://www.redhat.com/ja/resources/standardized-operating-environment-checklist
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Red Hat Enterprise Linux で
管理を効率化

 Red Hat Enterprise Linux は、手動
タスクの自動化、デプロイメントの標準
化、日常的な管理の単純化によって可能
になる、一貫性のある反復可能な運用管
理を実現します。次のようなメリットが得
られます。

自動化された繰り返し可能な
ワークフローによる、効率化さ
れた OS 管理

ニーズに合わせて拡張できる、直
感的で堅固な Web ベース管理

インフラストラクチャのタイプに
かかわらず一貫した OS 管理

 組み込み機能と統合ツールにより、
Red Hat Enterprise Linux は環境全体
の管理を単純化します。

96%
可用性、パフォーマンス、安定
性、構成の問題を検出する時間
を短縮

91%
セキュリティ脆弱性の特定にかか
る時間を削減

90%
ドリフトの検出にかける時間を
削減

89%
パッチ監視の時間を削減

70%
カスタムポリシーの作成時間を
削減

Red Hat Enterprise Linux 
の管理機能のメリット

柔軟な自動化、予測分析、統合
管理ツールを活用して、次のこと
を実現します。¹²

共通のインタフェース
 Red Hat Enterprise Linux は共通のイ
ンタフェースを使用して、すべてのシステ
ムを一貫した方法で管理できるようにし
ます。

インテリジェントな知見
 Red Hat Enterprise Linux には、セ
キュリティ、パフォーマンス、可用性、
および安定性に対する脅威をプロアク
ティブに特定して修正し、問題、停止、
計画外のダウンタイムを回避するための 

Red Hat Insights などの統合ツールが含
まれています。これらのツールは、お客様
の Red Hat 環境が最適に動作している
ことを確認するのにも役立ちます。

柔軟な自動化
 Red Hat Enterprise Linux は、
Red Hat Ansible® Automation 

Platform と統合し、柔軟で強力な IT 自
動化を実現します。 

パッチ適用の単純化
 Red Hat Enterpr ise Linux は、
Red Hat Satellite と連携して Red Hat 

インフラストラクチャのデプロイ、管理、
スケーリングを単純化し、効率性を高め
て運用コストを削減します。

12   Principled Technologies (Red Hat 後援)、「Red Hat Insights をアクティベートして監視を自動化し、管理者の時間と労力を節約する」、2020 年 9 月。

https://www.redhat.com/ja/resources/save-administrator-time-and-effort-analyst-paper
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/insights
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/satellite
https://www.redhat.com/ja/resources/save-administrator-time-and-effort-analyst-paper
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組み込みの管理および自動化機能を活用する

システムロール 

 システムロールは、複数のバージョンの 

Red Hat Enterprise Linux にわたって信頼
できるタスク実行で一貫した構成インタ
フェースを提供する、サポートされるワー
クフローの集合です。システムロールを使
用すると、同じ自動化 Playbook を使用し
て異なる Red Hat Enterprise Linux バー
ジョンを迅速に設定できます。

システムロールを試す

Subscription Watch サービス
 Subscription Watch サービスは、お客
様のサブスクリプションの利用状況をア
カウントレベルで時系列に表示し、投資
効果を高めるお手伝いをするものです。
どのサブスクリプションが使用中である
か、また、各タイプのサブスクリプション
をいくつ購入したかが表示されます。

Web コンソール
 Red Hat Enterprise Linux の Web コン
ソールは、IT 管理を単純化する直感的な
グラフィカル・インタフェースです。あらゆ
るスキルレベルの IT 管理者が、管理タス
クを実行し、システムの健全性に関する
情報を収集し、さまざまな対象者向けに
レポートを作成することができます。

Web コンソールを試す

Image Builder 

 Image Bui lder は、Amazon Web 

Services、Microsoft Azure、Google 

C l o u d  P l a t f o r m、O p e n S t a c k ®、
VMwareなどの主要なクラウドプロバイ
ダーや仮想化技術で使用するカスタマイ
ズ可能なイメージファイルを作成し、要
件に応じてハイブリッド環境やマルチク
ラウド環境にワークロードを効率的にデ
プロイすることを支援します。

Red Hat Insights

 Red Hat Insights はサブスクリプショ
ンに含まれており、システム全体を統一
して表示します。ビジネスユーザーが影
響を受ける前に、環境全体の Red Hat 

Enterprise Linux システムを分析し、セ
キュリティ脆弱性と運用リスクの特定、
優先順位付け、および解決を単純化する
ことができます。

Image Builder を試す

技術的ヒント 
Red Hat Enterprise Linux システムロールを使用してファイアウォールのデ
プロイを単純化する

 ファイアウォールルールの設定と管理は、Red Hat Enterprise Linux ホストがネット
ワーク侵入からの攻撃対象領域を最小化できるようにする複雑で重要なタスクです。
Red Hat Enterprise Linux Firewall System Role は、反復可能で拡張性のある方法
で、ファイアウォールの設定と管理を単純化および自動化します。

試す

Firewall システムロールにつ
いての詳細はこちらからご覧
ください。

https://access.redhat.com/articles/3050101
https://lab.redhat.com/systemroles-soe
https://access.redhat.com/articles/subscription-watch
https://www.redhat.com/ja/blog/performance-troubleshooting-rhel-web-console
https://www.redhat.com/ja/blog/performance-troubleshooting-rhel-web-console
https://lab.redhat.com/webconsole-software
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/8/html/composing_a_customized_rhel_system_image/composer-description_composing-a-customized-rhel-system-image
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/insights
https://lab.redhat.com/imagebuilder
https://lab.redhat.com/tracks/firewall-system-role
https://www.redhat.com/ja/blog/automating-firewall-configuration-rhel-system-roles
https://www.redhat.com/ja/blog/automating-firewall-configuration-rhel-system-roles
https://www.redhat.com/ja/blog/automating-firewall-configuration-rhel-system-roles
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6

パフォーマンス

 パフォーマンス向上への要求は、技
術の進歩をけん引し続けています。プロ
セッサー、メモリー、ストレージなどの新
しい IT ハードウェアは、ハードウェア・ア
クセラレーションと最適化により、より
高速なアプリケーション・パフォーマン
スを実現します。高度なデータ処理によ
り、データからより良い知見をより早く
得ることができます。クラウド・テクノロ
ジーは、拡張性を高めてダイナミックな
需要に対応し、より高いアプリケーショ
ン・パフォーマンスを叶えます。 

 その結果、OS やアプリケーション・パ
フォーマンスに対するユーザーの期待は
飛躍的に高まっています。変化の激しい
業界においては特に、信頼性の高いワー
クロード・パフォーマンスは競争力の源
泉となり得ます。

パフォーマンスに関するよくあ
る課題

 パフォーマンスは重要ですが、多くの
組織は、成功に必要なシステムパフォー
マンスのベンチマークを確立し、維持す
ることに苦労しています。インフラストラ
クチャが複雑になってしまっていること
と、多数のパフォーマンスツールを使わ
なければならないことにより、経験レベ
ルに関係なく、管理者がパフォーマンス
の問題や非効率性を発見し解決するこ
とが困難になっています。その結果、IT 

チームはパフォーマンス管理に対して消
極的なアプローチを余儀なくされること
が多くなっています。

IT パフォーマンスをプロアク
ティブに管理するために必要
なもの

 アプリケーションのパフォーマンス
は、基盤となる OS によって大きく変わ
ります。問題を特定し、メトリクスを分析
し、システムをチューニングして、IT 環境
全体のアプリケーション・パフォーマンス
を最適化および管理するのに役立つ機
能を備えた、高性能のプラットフォーム
が必要です。以下の特徴を持つ OS を見
つけましょう。

幅広いパフォーマンス・モニタリ
ングとベースライン比較

環境全体での大規模なパフォー
マンス分析

パフォーマンス上の問題に対す
る状況に適した修復

パフォーマンス・チューニングの
ためのベストプラクティスと推奨
事項

最新のハードウェアとテクノロ
ジーのサポート

Red Hat Enterprise Linux 
でハイブリッド環境全体のパ
フォーマンスを強化

 Red Hat Enterprise Linux は、お客様
のアプリケーションのために、先進的で
オープン、かつハイパフォーマンスな基盤
を提供します。

問題の特定
 アプリケーションのパフォーマンス低
下の原因となる問題を迅速に検出し、そ
の場所を特定します。

メトリクスの分析
 ハイブリッド環境のパフォーマンス指
標を収集し、分析します。

システムのチューニング
 より高いパフォーマンスを実現するシ
ステム構成のベストプラクティスにアク
セスできます。
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技術的ヒント 
bcc-tools でパフォーマンスを分析する

 Red Hat Enterprise Linux に含まれる拡張 Berkeley Packet Filter 

(eBPF) 技術に基づく BPF Compiler Collection (BCC) ツールは、カーネ
ル情報を収集し、Linux OS のパフォーマンスを分析するために役立ちます。
bcc-tools パッケージには、特定のプログラム可能なパフォーマンス指標を
収集するための、あらゆる小さな Python ベースのプログラムが含まれてお
り、システムのオーバーヘッドやセキュリティリスクを増加させずにパフォー
マンスを分析することができます。

試す

Red Hat Enterprise Linux でパフォーマンスを最適化

 Red Hat Enterprise Linux には、ハイブリッドクラウド・インフラストラクチャ全体
にわたってアプリケーションとハードウェアのパフォーマンスを最適化するために、問
題の特定、メトリクスの分析、システムのチューニングを容易にする機能が含まれてい
ます。

Performance Co-Pilot

 Red Hat Enterprise Linux に含ま
れる Performance Co-Pilot は、シ
ステムレベルのパフォーマンス測定
を監視、視覚化、保存、分析するた
めのツール、サービス、ライブラリの
スイートです。

TuneD プロファイル
 TuneD は、プロファイルを使用し
てさまざまなワークロードやユース
ケースに合わせてシステムを最適化
する Linux サービスです。Red Hat 

Enterprise Linux は、特定のワーク
ロードを実行するための組み込み型
の TuneD パフォーマンス・プロファ
イルを提供します。

カーネルバックポート
 Red Hat はカーネルバックポートを
使用して、アプリケーションの互換性
や信頼性を損なうことなく、実績のあ
る安定した Red Hat Enterprise Linux 

コードに厳選したアップストリームのパ
フォーマンス向上を追加しています。

Web コンソール
 Red Hat Enterprise Linux には、
システムプロセッサー、メモリー、スト
レージ、およびネットワークのパフォー
マンスメトリクスを表示し、設定され
た TuneD プロファイルをデプロイする
ための、ブラウザーベースのグラフィカ
ル・インタフェースが含まれています。

TOP500 リストのトップ 3 
のスーパーコンピュータは 
Red Hat Enterprise Linux 
で稼働しています。¹³

13  Top500、「TOP500 List November 2021」、2021 年 11 月。

https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/8/html/monitoring_and_managing_system_status_and_performance/analyzing-system-performance-with-bpf-compiler_collection_assembly_monitoring-disk-and-i-o-activity-with-systemtap
https://lab.redhat.com/ebpf-tracing
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/8/html/monitoring_and_managing_system_status_and_performance/monitoring-performance-with-performance-co-pilot_monitoring-and-managing-system-status-and-performance
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/8/html/monitoring_and_managing_system_status_and_performance/getting-started-with-tuned_monitoring-and-managing-system-status-and-performance
https://access.redhat.com/security/updates/backporting
https://top500.org/lists/top500/2021/11/
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 Altimeter の最近の調査によると、
48% の組織が、全体的なデジタル・トラ
ンスフォーメーションの取り組みの一環
として、アジリティ、柔軟性、管理性、セ
キュリティを高めるために IT インフラス
トラクチャをモダナイズしています。14 IT 

ライフサイクル・プランニングは、この変
革の重要な要素であり、継続的なメンテ
ナンス、最適化の取り組み、新しいテクノ
ロジーの採用も同様に重要です。 

 OS のライフサイクル・プランニング
は、IT インフラストラクチャの基盤となる
層であるため、特に重要です。メンテナン
ス終了日、アップグレードオプション、ア
プリケーションとハードウェアの互換性な
どは、IT 運用とビジネスに大きな影響を
与える極めて重要な検討事項です。

OS のライフサイクルに関する
よくある課題

 IT ライフサイクル・プランニングは複
雑な作業になり得ます。ベンダーのロー
ドマップが公表されていない場合、新し
いリリースや機能がいつ提供されるかを
理解するのは困難です。 製品のライフ
サイクルが限られているとアップデート
の頻度が高くなり、その分、テストや再
認定もより頻繁に行わなければなりませ
ん。また、サポートを受け続けるために新
しい OS のバージョンにアップグレード
することは、特に規模が大きくなればな
るほど、大掛かりな IT プロジェクトにな
り得るでしょう。

14  Altimeter、「Altimeter�s 2022 Trends in � Digital Transformation」、2022 年。

7

ライフサイクル

OS のライフサイクル管理を単純化するために必要なもの

Red Hat でアップグレードを単純化

 Red Hat は、OS のアップグレードとアプリケーションの移行を支援するため
に、詳細なガイダンスと使いやすいツールを提供しています。

 また、Red Hat のパートナーエコシステムや、Red Hat コンサルティングのサー
ビスを活用することで、移行プロジェクトのスピードアップを図ることもできま
す。Red Hat のエキスパートは、お客様の組織と協力して、Red Hat Enterprise 

Linux のアップグレードプロセスを加速するために必要なプラクティス、ツール、
および企業文化を開発します。 

 これらのサービスは、以下のことを支援します。

自動化されたワー
クフローの作成

重要なアプリケーション
やワークロードにおけるリ
スクの軽減

主要なアプリケーショ
ン、ワークロード、ツール
の特定

詳細はこちら

 IT ライフサイクル・プランニングを容
易にするために、IT チームは、ベンダー
のロードマップとライフサイクルの可視
化、およびニーズに合ったサポートオプ
ションが必要です。以下をサポートする 

OS ベンダーを選びましょう。

成功に向けた準備
 トラブルの種を見つけ、ガイダンスに
アクセスして問題をプロアクティブに解
決できるようにします。

運用の自動化
 自動化により、運用を効率化し、移行
に伴うリスクを軽減させます。

より効率的な移行
 自動化されたツールとエキスパートの
ガイダンスにより、アップデートとアップ
グレードを単純化し、スピードアップを
実現します。

https://www.prophet.com/2022/01/altimeter-2022-trends-in-digital-transformation/
https://www.redhat.com/ja/services/consulting
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Red Hat Enterprise Linux で
ライフサイクルの柔軟性を実現

 Red Hat Enterprise Linux サブスクリ
プションは、柔軟かつ安定したライフサ
イクルのオプションを提供し、ビジネス
要件とセキュリティ要件に対応します。
サポートされている複数のバージョンか
ら選択し、スケジュールに合わせてアッ
プグレードを行い、必要に応じて新機能
を導入できます。メジャーリリースでは最
大 10 年間のアップデートとサポート、一
部のマイナーリリースでは最大 2 年間の
アップデートとサポートが提供され、ま
た、リリース間のバイナリー互換性もある
ため、Red Hat はライフサイクルの柔軟
性を提供し、長期的な成功を計画でき
るようにします。さらに、高度なセキュリ
ティ機能、パッチ、ガイダンスを継続的
に利用できるため、ビジネスを保護する
ための継続的なセキュリティ戦略を実施
することができます。

図：Red Hat Enterprise Linux 8 & 9 のメジャーリリースのライフサイクル

1 年目 5 年目 9 年目3 年目 7 年目 11 年目2 年目 6 年目 10 年目4 年目 8 年目 12 年目

フルサポート
バグ修正、セキュリティパッチ、ソフトウェア拡張、ハードウェ

ア対応、バックポート

メンテナンスサポート
バグ修正とセキュリティパッチ

延長ライフサイク
ルフェーズ
限定サポート

Extended Life 
Cycle Support 

Add-On
バグ修正とセキュリティ

パッチ

Red Hat Enterprise Linux のライフサイクルの詳細について読む

https://access.redhat.com/ja/support/policy/updates/errata
https://access.redhat.com/ja/support/policy/updates/errata
https://access.redhat.com/ja/support/policy/updates/errata
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技術的ヒント 
IT ライフサイクルのプランニングを単純化する

 Red Hat は、長期的なリリースサイクルを公開しており、ライフサイクルオ
プションを提供しているので、お客様は IT プランニングを単純化できます。 

 Red Hat は Red Hat Enterprise Linux の全リリースライフサイクルを公開
しているため、マイナーリリースのアップグレードを行うかどうか、十分な情報
を得たうえで計画できます。

 メジャーリリースのライフサイクルが長く、カーネルとユーザースペースのイ
ンタフェースが安定しているため、アプリケーションの破損を心配することな
く、最大 10 年間標準化することができます。

 Red Hat Enterprise Linux Extended Update Support Add-On を使用する
と、マイナーリリース間のアップグレードの頻度を少なくすることができます。

エンタープライズに特化したライフサイクルオプションを活用

 Red Hat Enterprise Linux は、お客様が情報に基づいてインフラストラクチャ戦略
を策定し、独自のスケジュールで変更計画を行えるようにするため、エンタープライズ
に特化したライフサイクルオプションを提供しています。

長期ライフサイクルサポート
 Red Hat Enterprise Linux は、メ
ジャーリリースに対して最大 10 年間の
アップデートとサポート、一部のマイナー
リリースに対しては最大 2 年間のアップ
デートとサポートを提供し、ライフサイ
クルを公開しているので、お客様は長期
計画により安定性を持たせることができ
ます。移行にもう少し時間が必要な場合
は、オプションの Extended Life Cycle 

Support Add-On と Extended Update 

Support Add-On によって、これらのラ
イフサイクルをさらに延長できます。

Red Hat Enterprise Linux Extended 

Update Support Add-On

 Red Hat Enterprise Linux Extended 

Update Support Add-On は、バグ修
正やセキュリティパッチなどを含む、
Red Hat Enterprise Linux の一部のマイ
ナーリリースのサポートを拡張する追加
サブスクリプションです。このアドオンに
より、マイナーリリースのリリース日から
最大 24 カ月間、そのリリースで標準化で
きます。

Leapp インプレース・アップグレード
ツール
 Leapp は、Red Hat Enterprise Linux 7 

または 8 へのアップグレードを最適化す
るために必要な制御性、自信、および自
由を提供するユーティリティです。アップ
グレード前の分析によってアプリケーショ
ンの互換性を評価し、修復のガイダンス
を提供します。さらに、準備ができたら数
分間でアップグレードを実行し、カスタマ
イズ、構成、基本設定は維持されます。

 また、以前のバージョンの Red Hat 

Enterprise Linux を使用しているお客様
のために、Red Hat Enterprise Linux 7 

へのアップグレードを支援するガイダン
スとツールも提供しており、その後のアッ
プグレードに Leapp ユーティリティを利
用することができます。

Convert2RHEL ツール
 Convert2RHEL を活用して、CentOS 

Linux や Oracle Linux から、完全にサ
ポートされた Red Hat Enterprise Linux 

のデプロイメントにシステムを迅速に移
行することができます。この最適化され
たツールは、既存のカスタマイズ、構成、
および設定を移行プロセス中も維持する
ため、コストのかかる再デプロイ作業を
回避できます。

https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata/#RHEL8_Life_Cycle
https://www.redhat.com/ja/resources/eus-datasheet
https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata
https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata
https://www.redhat.com/ja/resources/els-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/els-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/eus-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/eus-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/eus-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/eus-datasheet
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_enterprise_linux/8/html-single/upgrading_from_rhel_7_to_rhel_8/index
https://access.redhat.com/articles/2360841
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Red Hat Enterprise 
Linux サブスクリプション
の価値を体験
 Linux ディストリビューションの選択は、テクノロジーそのもの
と提供するベンダーの両方を考慮して戦略的に行わなければなり
ません。 

 包括的なサブスクリプションを通じ
て、Red Hat と Red Hat Enterprise 

Linux は、ハイブリッドクラウドのどこに
展開しても、お客様の重要なワークロー
ドをサポートするために必要なセキュリ
ティ、柔軟性、レジリエンス、パフォーマ
ンスを提供します。 

 Red Hat Enterprise Linux のサブス
クリプションは、単に製品を利用できる
だけではなく、テクノロジー使用体験全
体、およびお客様と Red Hat の関係を
定義します。サブスクリプションには、
特定のサポートレベル、ライフサイクル
アップデートとメンテナンス、Red Hat 

Enterprise Linux ロードマップの可視性、
アップグレード、パッチ適用、自動化、お
よび環境分析のためのツールが含まれて
います。また、Red Hat のサブスクリプ

15   Red Hat Enterprise Linux のメジャーリリースのライフサイクル中、Red Hat はすべてのマイナーリリースとエラータアドバイザリーにおいてコアランタイム環境のバイナリー互換性を維
持するために商業的に合理的な努力を行っています。Red Hat Enterprise Linux のライフサイクルの詳細をご覧ください。

ションモデルによりお客様の組織との継
続的な関係が促進されるので、お客様が
ビジネスで使用している Red Hat テクノ
ロジーの方向性に関する意見を Red Hat 

に伝えていただくこともできます。

プロダクショングレードのラ
イフサイクルサポートとオプ
ション

 Red Hat Enterprise Linux サブスク
リプションは、柔軟で安定したセキュリ
ティ重視のライフサイクルを提供し、ビ
ジネス要件に対応します。サポートされ
ているあらゆるバージョンの Red Hat 

Enterprise Linux を導入して実行し、お
客様のスケジュールに合わせてアップグ
レードし、必要に応じて新機能を採用す
ることができます。メジャーリリースでは
最大 10 年間、マイナーリリースでは最大 

2 年間にわたりアクティブなメンテナン
スが行われるため、お客様のスケジュー
ルに合わせて環境のテストとアップグ
レードを行うことができます。メジャーリ
リース内のバイナリー互換性が確保され
ているので、安心してアップデートやアッ
プグレードを実行できます。メジャーリ
リースの最初のバージョンでワークロー
ドが実行されれば、その後のアップデー
トやマイナーリリースを適用しても信頼
性の高い実行が継続されます。¹⁵

https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata
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IT フットプリント、バージョ
ン、コストの柔軟性と制御

 Red Hat Enterprise Linux サブスクリ
プションは、お客様が環境、サポート、お
よびコストを要件に合わせて調整するた
めに必要な柔軟性を提供します。

IT フットプリント間の可搬性： 

 サブスクリプションは、特定
のインストール場所、クラウドプ
ロバイダー、ハードウェアに縛ら
れません。サブスクリプションは
物理、仮想、クラウド、エッジシ
ステムなどの幅広い対象に適用
し、必要に応じて移動させるこ
とができます。

16  Red Hat、「Red Hat のアプローチ：ハイブリッドクラウド」、2020 年 9 月 10 日。

詳細はこちら

 「ハイブリッドクラウドで重要なのは機能性であり、最終状
態ではありません。また、パブリッククラウド、プライベートク
ラウド、ベアメタルなどの各環境を何割ずつにするかということ
も問題ではありません。重要なのは、必要に応じて自由に移
行、適応、調整する機能が備わっていること、そしてそれを実
行できることです」¹⁶

Stefanie Chiras (ステファニー・チラス) 

 Red Hat パートナー・エコシステム・サクセス担当シニアバイスプレジデント

複数バージョンに対応： 

 サブスクリプションは、アク
ティブにメンテナンスされている 

Red Hat Enterprise Linux の全
バージョンへのアクセスとサポー
トを提供します。お客様のスケ
ジュールに合わせてアップグレー
ドを管理し、最大 10 年間にわ
たって同じメジャーリリースを使
い続けられます。

柔軟なコストコントロール： 

 サブスクリプションにより IT 

コストは資本コスト (CAPEX) 

ではなく運用コスト (OPEX) に
なるので、支出をより迅速にコン
トロールできます。付属サポート
は複数のレベルが用意されてい
るので、予算に応じて選択でき
ます。たとえば、本番システムに
は高いサポートレベルを、開発シ
ステムには低いレベルを使用す
ることができます。

Red Hat Enterprise Linux サ
ブスクリプションの価値：成功
に必要なリソース、ツール、テ
クノロジーを使えるようにする

修正、管理、自動化を備えた統合された
分析機能
 すべての有効な Red Hat Enterprise 

Linux サブスクリプションに含まれる 

Red Hat Insights は、お客様の環境に
関する分析を収集し、可用性、パフォー
マンス、安定性に影響を及ぼす可能性
のあるセキュリティ脅威、ボトルネック、
構成ミスをプロアクティブに特定する 

SaaS (Software-as-a-Service) オファ
リングです。Red Hat Enterprise Linux 

は、Red Hat Smart Management や 

Red Hat Ansible Automation Platform 

など、他の Red Hat Management およ
び自動化ツールとも統合されています。

技術サポートと専門知識
 Red Hat Enterprise Linux サブスクリ
プションでは、電話とオンラインでのイ
ンシデントサポートに加えて、リファレン
スアーキテクチャ、ドキュメント、動画、
Red Hat エキスパートとのコラボレー
ティブなディスカッションなど、知識ベー
スのサポートポータルを利用できます。
さらに、Red Hat カスタマーポータルで
は、サポートとベストプラクティスの共有
だけでなく、継続的なセキュリティの脆
弱性とその影響を緩和するための重要な
ステップに関する情報を提供します。

https://www.redhat.com/ja/topics/cloud/open-hybrid-cloud-approach
https://www.redhat.com/ja/topics/cloud/open-hybrid-cloud-approach
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/insights
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/smart-management
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://access.redhat.com/
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セキュリティリソースとツール
 Red Hat Enterprise Linux は、脅威か
らのマルチレベルの保護と、コンプライ
アンスを維持するためのより簡単な方法
を提供します。専任のセキュリティチー
ム、スキャンおよび修復ツール、新しい
リソースへの継続的なアクセスにより、
常にコンプライアンスを確保できます。
自動化されたセキュリティツール、定期
的なアップデートとパッチのリリース、ア
クセス可能なセキュリティ・インテリジェ
ンスと専門知識により、脅威からの保護
を向上させます。厳しいセキュリティ基
準に対する認証により、業界や状況を
問わず、セキュリティを損なうことなく 

Red Hat Enterprise Linux を使用するこ
とができます。

Red Hat Enterprise Linux のロード
マップの可視性
 Red Hat はお客様と長期的な関係を
築き、お客様が長期にわたってしっかり
としたサポートを受けられるよう取り組
んでいます。製品ロードマップや新機能
を事前に把握できるため、業界横断的か
つお客様を第一に考えた Red Hat 製品
のさまざまな改善からメリットを得るこ
とができます。

ハードウェア、ソフトウェア、クラウドプ
ロバイダーとのパートナーシップ
 Red Hat は主要なハードウェア、ソフ
トウェア、およびクラウドベンダーと提携
し、より多くの選択肢、イノベーション、
安定性を提供しています。Red Hat はテ
スト、認証、共同エンジニアリングを通
じてパートナーと協力し、イノベーショ
ン、可用性、パフォーマンス、セキュリ
ティに対するお客様の要件を満たすマル
チベンダーのテクノロジーとソリューショ
ンを提供します。Red Hat は、大規模な
認定パートナーエコシステムを育成して
います。そのため、Red Hat Enterprise 

Linux で確実に動作する、ニーズに最も
適した製品とプラットフォームを選択す
ることができます。

Red Hat Insights を使って自信を持って運用する

 Red Hat Insights は、ハイブリッドクラウドとオンサイト・インフラストラク
チャで稼働する Red Hat Enterprise Linux を分析するための単一の一貫した
ツールで、リスクの特定、優先順位付け、解決を容易にします。 

 Red Hat Insights の主なサービスは以下のとおりです。

脆弱性
脆弱性お客様の環境に影響を与える 

CVE を特定して修正

アドバイザー
可用性、パフォーマンス、安定性、
構成の問題を検出

詳細はこちら

ポリシー
システム構成を管理するためのカス
タムポリシーを作成して管理

コンプライアンス
OpenSCAP ポリシーへの準拠レ
ベルを評価

ドリフト
システムを対ベースライン、対システム
履歴、および対相互で比較してトラブ
ルシューティングし、差異を特定

パッチ
該当する Red Hat 製品アドバイザ
リーに対して、現在のパッチ適用状
況を評価

Subscription Watch

Red Hat サブスクリプションの使用状況
をトラッキング

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/insights


Red Hat Enterprise 
Linux を使い始める
ビジネスには IT インフラストラクチャが不可欠です。 

 適切な OS があれば、パフォーマンスの向上、セキュリティの向上、開発の高速
化、将来への準備に役立ちます。Red Hat Enterprise Linux は、先進的な IT とエ
ンタープライズ・ハイブリッドクラウドのデプロイメントのための、柔軟で安定した
信頼できる運用基盤を提供します。

今すぐ始める

Red Hat Enterprise Linux の価値を体験しましょう。
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https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux

